




















『獲物の分け前』La Curée (1872)と『ナナ』Nana (1880)の女性の主人公たちに注目する3。彼女た
ちの窓からのまなざしとそこから浮かび上がる時代性，作者の思索の射程を考察していきたい。
１．『獲物の分け前』―新旧パリの狭間で








ラに収めていたことを伝えて大変興味深い。Dans l’intimité des frères Caillebotte, peintre et photographe, 
cat. exp. par Gabrielle Andries, et al, Paris, Musée Jacquesmart-André, 2011.
2 テクストは以下の版を使用する。Emile Zola, Les Rougon-Macquart, édition intégrale publiée sous la 
direction d’Armand Lanoux, études, notes et variantes, index établis par Henri Mitterand, 5 vols, 
Bibliothèque de la Pléiade, Paris, Gallimard, 1960-1967. 訳文はすべて拙訳である。

































4 Emile Zola, La Curée, in Les Rougon-Macquart, op. cit., tome I, pp. 319-320.
5 当時の馬車については，以下を参照。鹿島茂『新版　馬車が買いたい！』白水社，2009, pp.224-238.

























7 La Curée, op. cit., p. 334.




10 Pierre Larousse, Grand Dictionnaire universel du XIXe siècle, article « Monceau ». 
11 例えば，次のような作品を挙げることができる。Claude Monet, Le Parc Monceau, 1876, New York, 
































12 La Curée, op. cit., p. 450. 
































14 La Curée, op. cit., p. 572.
15 Ibid., p. 573-555. 































19 Ibid., p. 599. 





















講談社現代新書，2002, pp. 88-96 ; 鹿島茂『パリのパサージュ―過ぎ去った夢の痕跡』，平凡社，2008, 
pp. 64-72.
22 Emile Zola, Nana, in Les Rougon-Macquart, op. cit., tome II, p. 1264.





































26 Emile Zola, L’Assommoir, in Les Rougon-Macquart, op. cit., tome II, p. 711.






29 L’Assommoir, op. cit., p. 710.
























33 L’Assommoir, op. cit., p. 726.

































37 Ibid., pp. 1269-1270.
38 Ibid., p. 1485.







フィナーレで評されたのは『危険な関係』Les Liaisons dangereuses (1782) のメルトゥイユ夫人であ
ったが，同じ病に罹患したナナの外観もその醜悪さによって彼女の内面を晒し，延いては腐敗した
時代の精神も表出する。ローズが閉めるカーテンを通して，ゾラは帝都パリで享楽的な生活を送り，
病で朽ち果てたナナの一生と，その肉体になぞらえられて描かれた第二帝政の歴史に幕が下ろされ
たことを象徴的に表したのである。
結論
本稿では，ゾラが『獲物の分け前』と『ナナ』において創造した二人の女性の主人公に注目し，
彼女たちと窓との関係やそこから浮かび上がる時代性といった観点から分析を行ってきた。経済発
展が進み，ブルジョワ社会の興隆に伴う市民的なモラルが確立される一方で，パリの風俗は近代化
し，都会では劇場やカフェなどを通じて新たな嗜好が強まっていた。大都会の変化に実際に立ち会
った作家は，都市生活の各場面を明け透けに写し取っただけではなく，窓をめぐる描写の中に，個
人の欲望を肯定して際限なく煽り立てる社会や各人の行為を成り立たせている環境に対する彼の心
理的洞察を吹き込んだ。異なる出自のルネとナナは共に消費社会の歯車となり，感情生活の実りは
乏しく，煌びやかな世界の中で彼女たちの生は徐々に閉ざされ，沈黙へ向かう。外観が物質的に充
満していく一方で，その内側は乾涸びていく。窓から見える都市の光は容赦なく無慈悲で，その明
るさから温もりが伝わってくることはない。こうした状況から浮かんでくるのは，光から生まれた
暗い部分に捉われている人間の孤絶である。人間が時代を生み出し，時代が人間を生み出すことを
検証したゾラは，大都会の眩い光が強い輝きを見せるほどに黒い影が長く広がり，揺れ，延びてい
くことを，創造した登場人物たちの人生を通して重層的に表現したのである。
＊本稿は，2011年度学術研究データベース連動助成金研究課題「近代フランスの都市空間におけ
る窓の表象」（研究代表者：高橋愛）の研究成果の一部である。
